
素間勉強会報告 2014.05.11 

日時:平成26年5月11日(日)

会場 :大阪府鍛灸師会館 3踏

護部 :日本銭灸研究会代表篠原 孝市先生

. i医道の日本誌J2014年5月 霞床lこ活かす吉呉 fNO.25 訴状Jのお話から

手に何ち持って祭くて道具を持って祭くて、脈診をしてちわからないんです。 まず何をみるかのノウハゥ

をしっかり勉強しないといけない。 指先でやるんじゃないから。訴診{草、 言葉の勉強なんです。浮沈の墓

準がわからなかったら浮沈はわかるわけがない。浮沈というのは揺を訴に墨いてじっとしてたらわからな

いんです。浮沈というのは揺を上げて、下げてという鴎に認の強さの上下の比較です。浮沈は揺の上げ下

げが必要です。選数というのは時計で言するのじゃなくて一呼吸にいくらかですね。時計で計っても致固な

んです。還数というと早い力古屋いかなので、時計で計ればいいんじゃなし、かと患いますが、 全くの誤解

で、一呼級にいくら訴を打っか力、塁数の基準です。湾湾というのは流れがいいかどうかなんです。流れ緩

です。虚実というのは、訴の力の比重宝です。左右の訴のどちらカち量いかです。

-六元正記大言書篇第七十一 [第十二霊 ( 42~ 1 13節) ] 

少陰雲火司天の年の1年閣の六気の頗 [毎年変わるちの}

(初の気}太陽動>1<司 (二の気)厭陰風木司 (三の気・司天)少陰看火司 (四の気)太陰湿土司(五の

気)少陽桓火司 {終の気・在泉)賜明燥金司次の年の初の気へ

二の気(今の3~5月ごろ)は、少陰君火のE影響力t段々に出てきて陽気がひろく行き渡る。 原陰恩木な

ので恩が吹く。 春の到動t正しく来る。ちろちろの動纏吻が盛んに生育する。寒さの影響は若干残ってい

るが、ちう暖力、くなっている。 病は滋 ω4病とI草原~)、小便が出なくなる。少絵君火の影響で自が赤くな

る。 三の気(今の5 ~7月ごろ}は、少陰雲火の気が広がり、 非常に曇くなる。 万物が盛んに茂る。火

(主主)が極まって寒くなる。民の病I立体力t熱くなって体の上の方{ζ症状が出る。熟の病の心痛が起こる。

少陰雲火の気を抑える気が体に衝くので、重量と妻主力、E代して発生する。室長端 (がいぜん)放、 さき。端、

患をあらがtさる。雲きが上に童書して自が赤くなる。四の気 (今の7~9月ごろ) (立、太陰湿土の気が働く。

湾曇 {じゅくしょ)、 蒸し暑さがやってくる。太陰湿土の塁手重量で跨に大雨が陰る。太陰湿土の影響の寒

と、少陰雲火の熱力安互に起こる。民側育は、数寒い状態ーがくる。熱のぜいでのどが渇く。湿と熱の影響

で黄痘。熱の皇居室で皐血・毒づまり。飲毅 (いんはつ)、 主義で津液力寝されてゲ}I;{夫になる。五の気(今

の9~ 1 1 月ごろ)は、少隠相火の気力t働く。はげしい火の気がやってくる。 少隠稲火の影響力t及んで、

諸々のものは、裂が有るので秋なのに成長したり栄えたりする。民(立、陽気があるので安寧な状態にな

る。 病は、 温病。 一績には暖かくて生活がしやすし、状態。終の気(今の 1 1 ~1月ごろ} は、陽明集金の

気が遅過く。その裏側には、毎年同じに固定された太陽寒水の気がある。陽明燥金の気ち太陽寒水の気ちど

ちらち冷たい気である。この二つが重なる鴎見高である。秋の気の隠明祭金の重量きが行われ、 前の気 {五の

気)の鎗火(よか)、 少陽桓火の熱が内側に閉じ込められる。体の上側に主主が生じるので、その側に腫物

のようなちのが出来る。筋に雲きが影響し裏崎、ゼき込んだり忌力苦しくなったりする。鎮の彫著書がひどく

なると口から血を吐く。 常に寒さがあると、たくさんの霧がかかり地上を靖くする。病は錫明燥金の影響

で皮虐に出る。 皮虜から~句干[木}の支配領域)に伝わる。金から木に、 病力苛云ねるので少腹(肝

{木]の支配領域)にち伝わる。体内或いは腹部に寒さが当たる。

単回 {単筆)の受講ち可です。資料は当日配布いたします。

(素問勉強会世話人 松本政己)


